
平成２６年度 生駒市子ども読書活動連絡調整会議視察記録（要約） 

 

日  時：  平成２６年１０月２４日（金）午前８時２０分から 

場  所：  近江兄弟社小学校図書室、近江兄弟社学園図書館、近江八幡市立安土図書館  

【参加者】 岩崎れい、平井冨久子、森田桂子、島谷佳子、吉尾典子、真銅宏、吉村茂 

（欠席）森岡伸枝、上西均、奥本恵、粂田惠美子 

【学校司書】高野綾子、高見嘉奈子、大東桂子、足立美佳、野見香織、浜田幸子、中澤智子、 

鄭典子、東森智子、小田原佳奈美、喜多香世子、森田あや、山内朋子 

【事務局】 平澤佐千代、清水淳子、春名己容子（以上図書館） 

 

（１） 近江兄弟社小学校図書室 （学校長・学校司書より説明） 
現在の校舎は古い養護学校を改修して今年４月に新校舎として蘇らせたもの。温かみのある

木の書架、共同の作業スペースが確保されていて、教室と教室の間に仕切りがない等、のびの

びとした空間が印象的。 
 

（２） 近江兄弟社学園図書館 （館長より説明） 
「感じること、知ること、考えることを支える学校図書館」であるために、本の並びも入り

口に物語、詩集、画集等「感じることを育てる本」を置き、図書館の奥にいくほど「知ること

を支える本」、そして「感じること、知ること」から「考えること」が導きだされる本という

流れに添って工夫された配架になっている。 
 

（３）太田館長に聞く～「幸せになる力を育てる学校図書館」～ 
【近江兄弟社学園】 

近江兄弟社は、1905 年アメリカからＹＷＣＡの英語教師として来日したウィリアム・メレ

ル・ヴォーリズによって近江八幡に設立され、現在、医薬品、教育、病院、老人保健施設等の

活動を行っている。教育の分野を担う近江兄弟社学園は 1922 年に創立され、キリスト教精神

に基づき幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校を運営している。 
 

【太田館長プロフィール】 
  学生時代、家庭文庫のスタッフとして子どもと子どもの本に関わる。卒業後、小学校図書館

で４年、安土町立図書館で１６年、学園図書館新館建設に伴い招聘されて現職（近江兄弟社学

園図書館）で４年半勤務。館長職の傍ら、おはなしの語り手として、またストーリーテリング

関連の本の出版や、子どもの読書についての講演会の講師等、幅広い活動を続けている。 
 

【要点】 
・私たちはなぜ子どもに本を手渡したいのか 
・子どもたちを幸せにするために、何ができるのか 



・声とことばの力／読み聞かせ 
・子どもを支える物語 
・「感じること、知ること、考えること」を支える学校図書館 
・先生を味方にする ～公共図書館の活用～ 
・先生のニーズを掴む 
・質問に答えて 

 
（４）近江八幡市立安土図書館 （館長・司書職員より説明） 

【児童サービスの展開】 
1990(H2)年  安土町「まちづくり意識調査」で図書館を望む声が上位に挙がる。  
1994(H6)年  10 月オープン 開館翌日より「おはなしの時間」を始める（２回／月）  
1995(H7)年  「絵本の時間」を始める 保護者にも本の楽しさを！（親子対象１回／月） 
2000(H12)年  「ブッククラブ」を始める（隔週の土日に３年生以上に５回に分けて１冊の本 

を読む。）『がんばれヘンリーくん』『山のトムさん』『ゆかいなホーマーくん』 
等、読み応えのある本を耳で聞いて体験する読書会。 

2003(H15)年 「絵本の楽しみ」を始める（２歳児検診の際に保護者に絵本の楽しみを伝える） 
2004(H16)年 「絵本との出会い」を始める （４ヶ月児検診の際に保護者に絵本を読む） 

 
【合併後】2010(H22)年 合併  

安土町の郷土資料： 郷土資料コーナーに 494 冊（安土、滋賀、織田信長等がテーマ）ある。 

パンフレットや非売品も集めている。 
団体貸出： １００冊 ２か月 
学校連携： ８校（小学 4,5,6 年と中学 1 年の計４学年）に年１度ブックトークを実施。 

近江八幡市内の各館が合併前にそれぞれに大事にしてきたものがある。担当者が

変わったからといって、前任者が大事にしてきたものを変えてはいけない。意見

をぶつけあう戦わせること、人が入れ替わっていくことも大事。 
 
【開館２０周年記念行事】 

図書館に寄せるメッセージを募集 ⇒寄せられた「図書館を大事な場所だと思っている。」 
「大人になって自分の子どもを連れてきている。」「２０年たっても図書館に同じ人間 
（職員）がいてくれることは幸せ。」といったメッセージを掲示。 

 
【他機関との連携の現状】 

学校図書館の主任会：学校毎に担当の先生を決めて開催（連携の窓口） 
子ども文庫：次々にやめられている。 
図書配送サービス：市内の各コミュニティセンターでの予約本の受け取り、本の返却 

ができるよう、週に１度配本・回収を行っている。市民病院の 
入院患者へサービスを試みているが、まだ利用はない。   


